湯梨浜町都市計画マスタープラン
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資料編

1.1　策定の目的
「湯梨浜町都市計画マスタープラン」は、都市の将来像と、その実現に向けた具体的施策の基本方針を明確にすることを目的とし、都市計画法に基づき策定するものです。

1.2　計画の役割と位置づけ
（１）役割
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（２）位置づけ

　　　　湯梨浜町都市計画マスタープランは、「湯梨浜町総合計画」などの上位計画に即して定めるものであり、大きくは、まちづくり計画の全体像（全体構想）と、地域ごとの将来像（地域別構想）から構成されます。

　　　　また、上位計画の改定や社会情勢の変化などにより、必要に応じて見直しを行います。
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　　　 協議・調整
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1.3　目標年次
本計画の目標年次は、概ね20年後の　「平成50年（2038年）」とします。

1.4　対象地域
　　　本計画の対象地域は　「湯梨浜町全域」とし、一体的な土地利用や誘導、都市機能の配置、今後の都市計画制度の改正及びその範囲の拡大など、広域的な視点に立ち、計画を策定します。


2.1　人口
2.1.1　人口総数の推移及び将来推計

湯梨浜町の人口は、平成7年以降で微増傾向にありましたが、平成17年をピークに減少に転じており、平成27年時点の国勢調査人口は16,550人となっています。
地域別にみると、湯梨浜町人口の約半数を占める旧羽合町では、昭和60年以降で人口は一定して増加を続けています。一方で、旧東郷町と旧泊村では、昭和60年以降で人口は減少を続けており、特に旧泊村での減少率が著しくなっています。
国立社会保障・人口問題研究所による将来人口推計の結果をみると、湯梨浜町の人口は今後も減少を続け、基準年（平成22年）から30年後の平成52年（2040年）には12,962人にまで減少することが予測されています。

注）Ｈ32以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値　　　　資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 
図　人口総数の推移及び将来推計

2.1.2　流出・流入の状況

平成27年における湯梨浜町の就業者の流出・流入状況をみると、流出人口が4,740人、流入人口が1,922人で、流出人口が約2,800人上回っています。（従／常比率67.1％）
周辺市町と比較すると、従／常比率の低さが際立っており、夜間人口に比べて昼間人口がかなり少なくなっています。

表　湯梨浜町及び周辺市町の流出・流入の状況（H27年）


資料：国勢調査　　　

2.1.3　課題の整理

　　就業機会を求めた都市部への人口流出や生産年齢人口の減少など、人口の減少に繋がるさまざまな要因があり、若者の定住促進や将来親となる世代への施策の充実が求められているため、以下のように整理します。

　　　◇人口減少など本町の人口動態に対応した都市サービスのあり方検討

◇高齢化に対応した生活サービスの確保と地域包括ケアシステムの構築

◇社会減の主要因である若者・子育て世代や都市部のアクティブシニアをターゲットとした移住・定住しやすい都市環境づくり

2.2　産業

2.2.1　産業３区分別人口の推移

湯梨浜町における産業3区分別人口の推移をみると、昭和60年～平成27年にかけて、農業・漁業等の第1次産業と建設業・製造業等の第2次産業の人口が大きく減少し、サービス業や卸業・小売業等の第3次産業は大幅に増加しています。

特に、本町の基幹産業である農業をはじめとする第1次産業は、就農者の高齢化や担い手不足などにより、著しく減少しており、人口は半減しています。

2.2.2　産業大分類別人口

平成27年における湯梨浜町全体の産業大分類別の構成比をみると、「医療・福祉」の割合（14.9％）が最も高く、次いで、本町の基幹産業である「農業・林業」の割合が13.9％と高くなっています。

地域別に産業大分類別の構成比をみると、羽合地域では「医療・福祉」（16.1％）や「卸売業・小売業」（15.0％）などの第3次産業の割合が高く、一方で、東郷地域では第１次産業の「農業・林業」の割合（22.1％）が他に比して高く、泊地域では第2次産業の「製造業」の割合（15.6％）が最も高くなっています。
2.2.3　課題の整理

生産基盤の整備や消費者ニーズの多様化及び高度化に即した環境の整備や経営基盤の強化、人材の育成・確保が求められているため、以下のように整理します。

◆第1次産業

◇優良農地の保全と点在する農地の集約化による高度利用の推進と新たな担い手の育成

◇他産業との有機的な連携による経営の多角化と戦略的な取り組みの推進

◇農業用施設や漁港施設等の産業基盤の強化

◆第2次産業

◇道路交通網のポテンシャルを活かした新たな雇用の創出と地域の活力を生み出す工業用地等の配置

◇企業立地を促進するためのインセンティブ制度の導入

◆第3次産業

◇公共用地や空き店舗など既存ストックの有効活用と資源を活かした魅力的で個性的な既成市街地の構築

◇温泉、東郷池、二十世紀梨、グラウンド・ゴルフなど本町固有の地域資源を活かした周遊性のある滞在型観光地の形成

◆その他全般

◇若者やアクティブシニア、障がい者をはじめ働く意欲のある人すべてが就業可能な多種多様な雇用機会の場の創出
2.3　土地利用

2.3.1　土地利用の現況

平成21年における湯梨浜町の土地利用現況をみると、大部分が「森林」であり、次いで多いのが農地で、「田」と「その他の農用地」を合わせると、町域の約3割を占めています。一方で、住宅地、商工業地などの「建物用地」は町域の1割未満であり、市街地面積は少なくなっています。

地域別にみると、羽合地域では、地形が平坦であることから、農地である「田」と「その他の農用地」が全体面積の5割を占め、市街地部となる「建物用地」の面積割合も2割におよぶため、農業地を中心とした住宅進行地域を形成しています。一方で、東郷地域と泊地域は、大部分が「森林」で占め、市街地部となる「建物用地」は1割未満と少なく、中山間地を利用した農林業を中心に形成しています。

図　土地利用現況（H21）　　　　　　　　資料：国土数値情報
2.3.2　宅地開発の状況

開発行為などによる開発状況をみると、羽合地域では田後・はわい長瀬地区周辺、東郷地域では松崎駅周辺に集中しており、主な用途は住宅地と商業地が大部分を占めています。

2.3.3　農地転用の状況

平成18～25年における農地転用の状況をみると、最も件数が多いのは「住宅（83件）」で、全体の半数以上を占めています。一方で、商業・業務施設用地や工業施設用地への転用は10件に満たない件数であり、住宅地への需要が高いことが想定されます。


図　都市計画区域別の農地転用目的の内訳（H18～25）　　資料：湯梨浜町　　　

2.3.4　課題の整理

土地の利用は、町土が現在及び将来における住民の限られた資源であるとともに、生活及び生産などの共通基盤となることから以下のように整理します。

◇地理的条件や地域の特性を活かした町土利用の配置

◇災害に強く、安全で安心な町土利用の推進

◇周辺市町との連携など、広域的な視点から見た町土の有効利用の推進

◇歴史・文化的風土の保全と自然的・社会的条件を踏まえた個性ある景観の創造

◇工場跡地や低・未利用地及び耕作放棄地等の有効利用の推進

◇自然環境に配慮した持続的な発展が可能な町土利用の推進

◇農用地、森林の持つ多面的な公益的機能の維持

◇自然生態系や周囲の土地利用状況等に配慮した計画的な土地利用の転換

2.4　都市施設

2.4.1　都市計画道路の整備状況

都市計画道路は、羽合都市計画区域で9路線、東郷都市計画区域で2路線が都市計画決定されており、約8割の路線・区間において「改良済み」または「概成済み」となっています。

一方で、長期未着手の区間や、改良済・概成済みであっても混雑率が高い区間等においては、計画の見直しが必要となっています。
表　都市計画道路の整備状況等
	都市計画

区域名
	道路

区分
	路線

番号
	路線名
	計画

延長
	整備状況
	計画見直し

対象の有無

	羽合

都市計画区域
	自動車専用道路
	1-3-1
	羽合泊線
	7,220ｍ
	概成済7,220ｍ
	×

	
	幹線街路
	3-3-1
	倉吉羽合線
	150ｍ
	改良済150ｍ
	×

	
	
	3-4-1
	温泉湖岸線
	3,180ｍ
	改良済2,950ｍ　未着手230ｍ
	×

	
	
	3-4-2
	羽合中央線
	7,250ｍ
	概成済7,250ｍ
	○（一部区間）

	
	
	3-4-3
	久留東郷湖線
	1,140ｍ
	改良済950ｍ　未着手190ｍ
	○（一部区間）

	
	
	3-4-4
	上井羽合線
	320ｍ
	改良済320ｍ
	×

	
	
	3-4-5
	田後上浅津線
	2,330ｍ
	改良済115ｍ　未着手2,215ｍ
	○（全区間）

	
	
	3-5-1
	羽合松崎線
	1,700ｍ
	改良済490ｍ　未着手1,210ｍ
	○（一部区間）

	
	
	3-5-2
	長瀬久留線
	1,450ｍ
	未着手1,450ｍ
	×

	東郷

都市計画区域
	幹線街路
	2-3-1
	松崎停車場線
	119ｍ
	改良済119ｍ
	×

	
	
	(1)-1
	東郷松崎線
	2,063ｍ
	改良済1,742ｍ　概成済321ｍ
	×

	合計
	26,922ｍ
	改良済6,836ｍ　概成済14,791ｍ

未着手5,295ｍ
	○（4路線対象）


2.4.2　都市計画公園の整備状況

都市計画公園は、東郷都市計画区域に街区公園として東公園、近隣公園として東郷湖畔公園、運動公園として東郷運動公園の3箇所と、羽合・東郷の両都市計画区域にまたがって広域公園として東郷湖羽合臨海公園が都市計画決定されており、既に供用開始されています。

2.4.3　公共下水道等の整備状況

本町の都市計画区域内の下水道は、「公共下水道」の排水区域と「流域下水道」の排水区域に分類されており、いずれの排水区域においても、計画区域に対する整備率は100％となっています。

2.4.4　公共施設の状況

公共施設の整備状況をみると、昭和40年代半ば以降での建築が多く、建築後40年以上がすでに経過し、法定耐用年数を迎えているものもあり、こうした施設は今後も増加していくことが予想されます。

図　都市施設整備状況図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料：湯梨浜町
2.4.5　商業施設・医療施設の状況

商業施設の分布状況をみると、大型店舗等については、交通量の多い国道179号沿線に集中して分布しており、コンビニなどの小売業は国道及び主要地方道沿線に集中しています。一方で、泊地域においては、スーパー・コンビニ等の商業施設は分布していない状況です。

医療施設は、内科・外科・歯科などの診療科目があり、その分布状況をみると、人口密度の高い地域に多く分布しています。











図　商業施設・医療施設の分布状況

2.4.6　課題の整理

　　自然環境、交通条件、市街化の状況、近隣の市町の現状等を考慮しながら、都市計画や都市施設について、計画的に整備を進めるため以下のように整理します。

◇都市計画施設の計画的な整備と将来性を見通した見直し

◇調和のとれた有効かつ利便性の高い土地利用の推進

◇老朽化した公共施設の効果的・効率的な活用方法と維持更新方法の検討

2.5　交通

2.5.1　主要道路の利用状況

平成27年道路交通センサスにおける平日12時間あたりの交通量をみると、山陰道（国道9号バイパス）や国道179号、主要地方道倉吉青谷線では、10,000台/12h以上であり、利用度の高い主要道路となっています。一方で、その他の主要道路では、5,000台/12h未満と交通量は少なく、特に山陰道が整備されたことにより、平成11年から平成17年にかけて、国道9号（現道）の交通量が大きく減少しています。

平成27年道路交通センサスでは、平日混雑度をみると、山陰道（国道9号バイパス）や国道9号（現道）、国道179号、主要地方道倉吉青谷線の一部区間では、混雑度が1.0を超えており、特に、国道179号は沿道商業地も多く形成されていることから、生活交通と通過交通が混在しており、慢性的な渋滞が発生するとともに、事故発生率が高くなっています。

2.5.2　公共交通の運行状況

（1）鉄道

湯梨浜町内の鉄道は、町域の中央を東西方向にＪＲ山陰本線が運行されており、町内には泊支所付近の泊駅、東郷支所付近の松崎駅の2駅があります。泊駅・松崎駅ともに、概ね1～2本／時間の頻度で運行されています。
（2）バス等

湯梨浜町内のバスは、民間事業者が運行する路線バスがあり、橋津線と松崎線の2ルートに分かれています。利用者数は年々減少しており、いずれも運行本数は約2時間に1本と少ない状況です。

（3）公共交通空白地域

公共交通（鉄道及びバス）が運行されているのは、中心市街地や主要幹線道路沿線のみであり、農山漁村集落の大部分が、公共交通が日常的に使えない「公共交通空白地域」となっています。


図　湯梨浜町における公共交通路線
2.5.3　課題の整理

　　　道路網の整備は、快適な住民生活や経済発展のためにも欠くことのできない重要な役割を担うことから、以下のように整理します。

◆道路交通

◇山陰道へのアクセス強化や倉吉市との連携強化、道路交通量等を考慮した道路ネットワークの再構築

◇国道179号における慢性的な交通渋滞と多発する交通事故の解消

◇既成市街地における狭あい道路の解消と歩行者・自転車の安全性の確保

◇橋梁の点検・老朽化対策と道路舗装等の計画的な維持修繕

◆公共交通

◇公共交通による移動手段の確保と鉄道駅等の交通結節点の機能強化による町内公共交通ネットワークの強化

◇農山漁村地域における需要に見合った公共交通手段の確保

◇日常生活における公共交通の利用促進策の推進

3.1　まちづくりの基本構想
　　　都市づくりの前提となる「まちづくりの目標」は、平成28年3月に町がまとめた第3次湯梨浜町総合計画に次のようにまとめられています。

　　【まちづくりの基本理念】
　　　　（基本的な考え方）… 地域を支える住民一人一人が自信と誇りを持てるまちづくりを目指す。


　　【まちづくりの基本目標】
　　　　　まちづくりの基本理念の実現に向けて、次の基本目標を掲げ、積極的な施策の推進を図ります。

※次項では、上記の「まちづくりの基本構想」の内容を踏まえ、「都市づくりの理念と基本方針」の設定を行います。

3.2　都市づくりの理念

　　　湯梨浜町の現況の土地利用の特性を活かしながら、今後の都市づくりの理念と基本方針を下記のとおり設定します。

　　＜都市づくりの理念＞




3.3　都市づくりの基本方針

　　　「3.2都市づくりの理念」から、「都市づくりの基本方針」を定め、各分野別の方針へ展開する上での施策の方針とします。

＜都市づくりの基本方針＞




4.1　将来都市構造

（1）基本的な考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本町では、主に旧町村の中心地において比較的コンパクトな市街地が形成され、これを取り囲むように基幹産業である農業を支える優良農地や、東郷池をはじめとする豊富な自然環境が広範囲に広がっています。
今後は、将来人口の減少が見込まれる中で、既成市街地のエリアを基本として、既存ストックを活用した都市機能の充実と計画的な宅地化を図るとともに、地域間の連携強化による町全体の一体性を確立し、湯梨浜町ならではの個性的で魅力的な将来都市構造の実現を図ります。
（2）各種拠点の形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
都市的機能・地域資源等を積極的に活かし、まち全体としての総合力の強化と均衡ある発展を目指すため、地域の特性を活かした「拠点」を次のように配置することにより、まちづくりの展開を図ります。

①都市中心拠点
「湯梨浜町役場本庁舎やハワイアロハホールを中心とした区域」は、本町の玄関口となることから都市の中心拠点に位置づけ、行政サービスの拠点機能や文化交流の場としての機能など高次都市機能の維持・充実を図るとともに、周辺の修景等によるまちの玄関口としての顔づくりを進めます。また、国道179号沿道に展開する既存商工業施設を中心として日常の生活サービス機能の維持・充実を図るとともに、まちなかの回遊性を高めることで、生活利便性の高い魅力ある市街地の形成を図ります。

②地域生活拠点
旧町村の中心部である「東郷支所周辺」・「泊支所周辺」、及び人口集積の高い「はわい長瀬・田後地区周辺」を地域生活拠点に位置づけ、地域生活の中心地として、日常の生活サービス機能の維持・充実に努めるとともに、住宅地として土地利用を推進することで、地域の個性や特色を活かした地域まちづくりを推進します。

③農業の拠点

稲作を中心に果樹・園芸農業が展開されている中でも、日本一の生産を誇り本町の経済基盤を築いてきた「二十世紀梨」の産地である東郷地域を農業の拠点に位置づけ、生産基盤の整備や消費者ニーズに即した産物の振興、農業に携わる幅広い人材の育成・確保を推進することで、地域の立地に適した生産システムを確立し、魅力とやりがいのある農業を目指します。

④水産業の拠点

東郷池を資源とした内水面漁業と海面漁業が行われており、内水面漁業では資源である東郷池を拠点に位置づけ、海面漁業では沿岸漁業の生産基地としての機能を有する泊漁港と羽合漁港を拠点に位置づけ、魚介類の資源を保護するため放流事業による資源の安定した漁業生産の向上と漁場の保全や環境美化など自然環境保全活動を地域住民との協働により展開し、健全な漁場の確保を推進します。
⑤商工業の拠点

本町の都市核を形成し、商工業が集中する国道179号沿道の田後・はわい長瀬地域と松崎駅周辺の松崎地域を拠点に位置づけ、快適で利便性の高い商業環境や経営基盤の強化を促進するとともに、商店同士が連携し、地域住民の交流の場として地域に愛される商工業を推進します。

⑥観光交流拠点
本町の主要な観光資源である温泉やレクリエーション施設が集中する「東郷池周辺」を観光交流拠点に位置づけ、地域内外からの観光・交流のコアとして、東郷池を中心とした観光・交流施設の維持・充実を図るとともに、案内サインや歩行空間等の周辺環境整備による回遊性の向上を図ります。

⑦スポーツ・レクリエーション拠点
「東郷運動公園」・「東郷湖羽合臨海公園」、及び「潮風の丘とまり周辺」をスポーツ・レクリエーション拠点として位置づけ、機能維持や広域的なスポーツ・レクリエーションの利活用や情報発信を図るとともに、その他の点在するスポーツ施設の集約化を図ることで総合施設としての拠点と連携による施設の充実を目指します。

⑧交通拠点
都市間を結ぶ山陰道（国道9号バイパス）を道路交通の拠点に位置づけ、「はわいＩＣ」及び「泊・東郷ＩＣ」を道路交通の結節点に位置づけ、国道179号の慢性的な交通渋滞の緩和と交通事故防止を目的とした新たな道路網の構築をはじめとし、周辺からのアクセス道路の整備等による交通結節機能の強化を図ります。

また、ＪＲ山陰本線の「松崎駅」・「泊駅」、及び路線バスなどの公共交通においても、乗継利便性の向上や新規バス路線の検討等による各種拠点間の移動の円滑化を促進するとともに、情報発信機能や待合環境の充実へ向けた取り組みを検討します。
（3）連携軸の形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
周辺都市へのアクセス性を向上させ、さらに地形によって隔たれている地域間の連携を強化するため、次のような連携軸の形成を図ります。

①国土連携軸
本町の北部を東西に貫く山陰道（国道9号バイパス）を国土連携軸と位置づけ、他県との連絡道として連携の強化を図ります。

②都市間連携軸
本町と倉吉市方面や鳥取市方面を結ぶＪＲ山陰本線や都市間を結ぶ国道9号（現道）、国道179号、主要地方道、一般県道を都市間連携軸と位置づけ、日常生活において関わりの深い都市間の連携強化を図ることで、人・モノ・情報等の流れを活性化させ、相乗効果による地域の発展を図ります。

③地域内連携軸
本町内の各種拠点を結ぶ幹線道路（国道9号（現道）、国道179号、主要地方道、一般県道など）を地域内連携軸と位置づけ、拠点間の連携強化を図ることで、生活利便性の向上を図るとともに、相互交流による地域づくりを推進し、町全体としての一体性の確立を図ります。

④水と緑の骨格軸
本町の主要な水資源である東郷池と、本町の北側に位置する日本海、本町内を流れる天神川・橋津川を水と緑の骨格軸として位置づけ、水と緑にふれあえる空間としての維持・充実とネットワーク化を図ります。


4.2　分野別の方針
4.2.1　土地利用の方針
本町の特徴的な地域資源である海、池、川、山等の自然及びそれらを介した景観は、魅力ある自然環境を形成しています。その中で、観光資源の中核をなす温泉やその他の観光施設をはじめとして、地域の自然的、社会的、経済的、文化的条件に配慮した健康で文化的な生活環境の確保と地域の特性を活かした調和のとれた有効かつ利便性の高い町土の土地利用を図ることにより、安全で快適な住民生活の向上と産業振興等による地域の活性化を目指します。

（1）住居系ゾーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①一般住宅地

・集落を形成し、比較的密度の高い住宅地域を「一般住宅地」として位置づけ、住宅地を主体とした土地利用を基本としつつ、商業施設や日常生活に必要となる利便施設の立地をある程度容認する地区とします。

・一般住宅地では、狭あい道路や未利用地・空き家などを多く含む地域など、改善の必要性がある街並みが見られることから、生活関連施設の整備・充実を図るとともに、地区の安全性と防災性の向上を図ります。

②商業共存型住宅地

・ＪＲ駅や幹線道路沿線に展開する商業地に隣接して、その背後地に広がる市街地機能を持った住宅地を「商業共存型住宅地」として位置づけ、地理的条件や人口の動向など本町の特性を踏まえながら、商業地の混在割合が高く、生活利便性の高い住宅地として、周辺景観に配慮しながら、宅地開発やマンションやアパートなど中高層の住宅供給を図るとともに、地区の安全性と防災性の向上を図ります。
（2）商業・業務系ゾーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①観光・商工業地
・観光客が多く集まるはわい温泉及び東郷温泉周辺及び、従来からの商業の拠点であるＪＲや幹線道路の沿線を「観光・商工業地」として位置づけ、観光資源の掘り起しや地域産業との連携による本町の地域ブランドの創出と独自の資源を活かした魅力的・個性的な観光・商工業地の空間形成を図ります。
②複合業務地

・公共施設用地が集中する湯梨浜町役場、東郷支所、泊支所の3地区周辺を「複合業務地」として位置づけ、行政施設、文化施設、金融施設、医療・福祉施設といった行政・業務施設の充実を図るとともに、小規模な複数敷地の集約化や整序化による土地の有効活用を検討します。

（3）自然系ゾーン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①農地
・農業を中心として形成する農山村集落では、地域ごとの人口規模や需要などに応じた身の丈に合った生活サービス機能が集約・確保された「小さな拠点」の形成を図ります。
・地域農業の維持・発展を図るため、農業基盤整備事業による農道や用排水路等の農業用施設の整備を図るとともに、認定農業者や新規就農者、集落営農組織の育成など多様な担い手の育成を推進します。

・市街形成地周辺に広がる優良農地を中心として、積極的な保全を図るとともに、効率的な生産体制の確立と農地の有効利用を図るため、遊休農地や耕作放棄地への対策を進めることで、農地の高度利用と安定した生産体制を図ります。

②山林

・林道と農道との相互の有機的関連を考慮しつつ、効果的な道路網の整備により長期的視野に立った林業振興を図ります。

・地球環境に対する優しさが求められるなかで、健全な森林を維持するため適正な造林及び間伐に努めます。

・竹林整備への取り組みを推進するとともに、整備した竹を利用して有機物として農業へ有効利用する等の方策を検討します。

③河川・湖沼

・東郷池をはじめとする豊富な自然環境は、今後も本町が有する貴重な自然資源として、継続的に必要な保全対策を実施します。また、これらの豊富な自然環境は、産業や観光、教育の場など、地域活性化のために今後も有効活用を図ります。

4.2.2　都市施設の整備方針

4.2.2.1　交通施設の整備方針

本町は、国道9号（現道）と山陰道（国道9号バイパス）を中心として、県中部の交通の要衝となる立地条件を有しており、住民生活や経済活動における利便性の向上を図るため、道路の安全性、自然環境の保全に配慮しながら、道路の利用状況や地域の実情、必要性を考慮した適切な整備を推進します。

（1）地域の活力を生み出す道路交通網の形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①経済活動・文化交流を広域化する高速道路ネットワークの整備

・周辺都市との経済・文化交流を促進し、本町が持続的な発展を図っていくため、山陰道（国道9号バイパス）の早期全線開通を促進します。

・また、山陰道（国道9号バイパス）の整備に併せて、インターチェンジや周辺からのアクセス道路、休憩施設などの整備を促進します。
②周辺都市との交流・連携を高める都市内幹線道路の整備

・国道や主要地方道は、周辺都市と本町の交流・連携を高める重要な幹線道路であることから、今後も適切な維持管理を行うとともに、必要な道路改良を促進します。

・特に交通量の多い国道179号と主要地方道倉吉青谷線については、慢性的な交通渋滞の発生と交通事故防止のため、重点整備路線に位置づけ早期の道路整備を促進します。

③地域を結ぶ連絡道路の整備

・一般県道は、町内の地域間を結ぶ主要な連絡道路として役割を担っていることから、今後も適切な維持管理を行うとともに、必要な道路改良を促進します。

・長期未着手の都市計画道路は、建築制限が課せられることから、地域住民との合意形成を図りながら、必要性について見直し検討を行い、都市計画道路としての存続・変更・廃止の整備方針を設定します。

④暮らしを支える生活道路の整備

・町道は、住民の暮らしを支える身近な生活道路であることから、幅員の狭い道路が多く、緊急車両や救急車両等の進入が阻まれる恐れがある区間では、計画的な拡幅整備を推進します。また、計画的な点検・修繕により、橋梁の長寿命化を推進します。

（2）持続可能な地域モビリティを確保する公共交通網の構築　　　　　　　　　　　　　　
①ＪＲ山陰本線の利便性向上と利用促進
・ＪＲ山陰本線は、高速移動が可能な公共交通網の骨格となる路線であり、今後も既存の運行頻度の維持・向上を促進します。

・ＪＲの各駅は、本町の公共交通の交通結節点となることから、利便性向上のための施策を展開し、鉄道の利用促進を図ります。
②バス等による地域モビリティの向上
・既存のバス路線（橋津線・松崎線）は、地域内外の人々の生活を支える公共交通手段として、今後も既存の運行頻度の維持・向上を促進するとともに、企業や商業施設との連携による運賃補助やバスマップ等のわかりやすい情報提供、ターゲットを絞ったモビリティ・マネジメント等による利用促進策の展開を図ります。
・公共交通の空白地域について、地域の実情にあった支援策を検討します。

・山陰道（国道9号バイパス）を活用した高速バスの展開や、福祉、観光振興等の観点も踏まえた公共交通ネットワーク全体のあり方を検討します。

（3）安全で快適な自転車・歩行者空間の形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・良好な生活環境及び円滑な交通手段を得るために、安心安全を確保するため、適切な歩道の整備を促進します。
・歩道等の設置が地理的に困難な区間においては、カーブミラー等の交通安全施設や道路照明の整備・充実、路肩や交差点のカラー舗装化や路面標示による注意喚起等により、歩車共存空間の形成を図ります。

・観光交流の拠点となる東郷池の水辺環境や自然景観を活かし、東郷池の周遊性を高める遊歩道の整備による空間整備を図ります。


4.2.2.2　水と緑のまちづくり方針

自然の恵みは、心の豊かさが実感できる快適な環境であるとともに、暮らしや産業を支える貴重な資源でもあります。その視点に立ち、水と緑に囲まれた豊かな自然環境が日常生活や生産活動と融合する、自然と人が共生する都市づくりを進めていきます。

（1）都市公園等の整備方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①湯梨浜の特色を活かした核となる公園の整備・充実
・東郷湖羽合臨海公園は、本町の核となる観光的要素の高い都市公園であり、既存施設の適正な維持・管理を図るとともに、周辺環境も含めた公園の整備・充実を図ります。

②スポーツ・レクリエーション拠点の整備・充実
・本町には、スポーツ・レクリエーション拠点が多く存在することから、既存施設の適正な維持・管理を図るとともに、地域住民のニーズに応じた機能強化を図ります。
・また、点在するスポーツ施設の集約化を図ることで総合施設としての拠点と連携による施設の充実を図り、自然と触れ合える場、スポーツが楽しめる場、四季折々の花や木を観賞できる場など、それぞれが特色をもった公園づくりを進めます。
（2）公共空間等における緑化の方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・環境への負荷の少ない都市構造を目指し、道路や公園、公共施設、住宅地等における緑化の推進や、豊かな生態系を有する水辺空間の整備により、都市内における自然の回復や緑の増加に努めます。

（3）その他の自然環境の保全・再生・活用の方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・本町の東郷池をはじめとする海・山・川・湖沼などの豊かな自然資源は本町固有の財産であり、生活にやすらぎとうるおいを与えるなど、私たちの生活にとって必要不可欠なものです。その自然環境が、住民や訪れる人の憩いの場となるよう産業や観光との調和を図り、資源として活用していくとともに、地域と協力しながら守り育てていきます。

・また、馬ノ山や御冠山などのように古墳群をはじめとした、歴史的価値の高い文化財を有する自然資源が多く存在します。これらの文化財を適切に保護・保存・管理していくとともに、「歴史と文化のまち」として情報発信することで、自然と文化財を観光資源とした積極的な活用を図ります。


4.2.2.3　供給処理施設等に関する整備方針

（1）上水道の整備方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・安定的な給水を行うため、老朽施設・老朽管の計画的な更新を進めるとともに、ろ過施設の増補等による施設の長寿命化を推進します。また、施設の耐震補強や管路の耐震化、緊急遮断弁の効率的な配置を検討します。

・人口増加などにより、水量不足や水質悪化が懸念される地区では、新たな水源を確保するための調査を実施します。

（2）下水道の整備方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・公共下水道計画区域に対する整備率は100％となっています。そのため、今後の社会情勢、土地利用の動向を見ながら将来性を見通した区域の見直し・拡大を図り、計画的な下水道施設や設備の整備を検討していきます。
・下水道施設や設備の延命化を目的とした整備を計画的に進めます。特に、温泉水流入地域においては、硫化水素の影響を受け、管渠の劣化が著しいため、更生工法による再生や延命化を図るための改築工事を実施していきます。

・農業集落排水施設については、将来的に公共下水道への接続統合を図るための調査・検討を行います。

・未接続世帯に対する接続促進を啓発していきます。

（3）ごみ処理施設の整備方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・「鳥取県中部地区内 一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」に基づき、既設の処理施設（ほうきリサイクルセンター（焼却施設／粗大ごみ処理施設）：倉吉市、クリーンランドほうき（一般廃棄物最終処分場）：北栄町）による処理体制を維持します。


4.2.3　都市防災の整備方針

災害の未然防止と被害を最小限度に止めることができるよう、都市の防災機能の強化やライフラインの確保を進めるとともに、町民の防災意識の高揚と防災知識の普及を図り、防災体制の強化と充実を推進していきます。

（1）災害に強い都市基盤整備の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・災害時の防災拠点となる建築物や避難場所となる公共施設では、耐震診断調査を進め、必要な耐震補強や改修、建て替えなどを推進し、重点的に耐震性の確保に取り組みます。また、第1避難所として指定する自治公民館等についても、必要な支援を行い、耐震化を推進します。

・急傾斜地や土石流などの土砂災害危険区域では、鳥取県と一体となって、砂防や治山事業等を推進します。

・海岸部における侵食防止対策や、河川部の護岸改修など、必要な治水事業を促進します。特に災害時の危険度が高い石脇川や園川等では、治水対策を強力に推進します。

・東郷池周辺の地形は低地に位置しているため、豪雨により東郷池の水位が増水し、浸水被害が発生するため、内水対策として公共下水道（雨水）の整備を推進します。

・鳥取県耐震改修促進計画において、緊急輸送道路に指定されている国道9号（現道）や国道179号では、地震による倒壊で引き起こす道路閉塞を防止するため、沿道建築物の耐震化を重点的に促進します。

・消防活動の円滑化を図るため、小型動力ポンプやポンプ自動車等の消防資機材の充実や、消防用無線のデジタル化、耐震性防火水槽等の消防水利の適正配置と維持更新を図ります。また、密集住宅地などの消防活動が困難な地区においては、狭あい道路の解消を図ります。

（2）安全・安心な居住環境の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・民間建築物や一般住宅等については、耐震診断及び必要な耐震改修を促進し、災害に強い都市づくりに努めます。特に、本町では一般住宅の耐震化率は70％程度に留まっていることから、今後さらなる耐震改修を促進します。また、住宅用防災機器の普及促進を図ります。
・がけ付近に建築された住宅など、災害時の危険性が高い住宅については、国庫補助事業等を活用し、安全な場所への移転を促進します。また、倒壊等の恐れがある危険な空き家については、必要な安全対策を講じます。

（3）自助・共助・公助による地域防災力の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・災害時の防災拠点や避難場所となる行政施設等では、相互連携の強化による防災体制の充実を図るとともに、周辺自治体や民間企業等との災害時応援協定の締結などにより、災害時における円滑な応援体制の確立を図ります。また、行政職員に対する防災教育の充実や意識啓発の強化により、災害時における危機管理能力の強化を図ります。

・災害時における地域の被害を最小限に抑えるため、地域住民による自主防災組織の設立・育成・支援や防災・災害ボランティアの育成・支援を図るとともに、地域住民や自主防災組織と、行政や消防団との相互連携強化を図ります。

・地域住民の防災に関する意識啓発と知識普及を図るため、災害ハザードマップの作成・配布や、防災訓練・防災講習会・救急講習会などの実施を推進します。

・地域住民との協働のもとで、避難場所や避難経路の明確化を図るとともに、周知徹底を図ります。また、災害時における要配慮者の支援計画を作成し、地域との連携・協力体制の構築に努めます。
5.1　地域区分の設定
地域区分の設定は、地形などの自然的条件や土地利用の状況、幹線道路などの交通軸、日常生活の交流の範囲などを考慮しながら、適切なまとまりとすることが望ましいとされています。具体的には、地形・幹線道路等の明確な境界や、旧町村界・学校区・町内自治会・大字界等の社会的な単位などが考えられます。

	【地域区分の設定における判断要素の一例】

	●地形・幹線道路等の明確な境界

●旧町村界・学校区・町内自治会・大字界等の社会的な単位


本町では、町域の大部分を山林が占めるという地形的な制約から、市街地部が形成されているのは東郷池周辺や幹線道路周辺などに限られ、比較的小規模な農山漁村集落が点在している状況であり、市街地の連続性やまとまりはあまり見られない状況です。

一方で、日常生活の交流範囲をみると、役場本庁舎・支所の配置や小学校区等の状況から見ても、旧町村単位（羽合・東郷・泊の3地域）での繋がりが強く、この社会的な単位が地域住民にとってわかりやすく、認識しやすいまとまりとなっています。また、都市計画区域も旧町村単位（旧羽合町＝羽合都市計画区域、旧東郷町＝東郷都市計画区域、旧泊村は都市計画区域外）で設定されています。

こうしたことから、本町における地域区分は、旧町村単位である「羽合」・「東郷」・「泊」の3地域とし、地域別構想の策定を行います。


5.2　地域別の将来目標
地域ごとに主要となる特性と課題を整理し、将来像を示します。

（1）地域の概況・主要課題と将来目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①羽合地域

	地域

特性
	＜人　口＞

・人口は増加傾向（田後、はわい長瀬地域に集中）。
＜土地利用・市街地整備＞

・主要な公共施設は、役場周辺に集中している。

・平地部が多く、国道179号沿線に集中して商工業店や住宅地が広がり、市街地が形成されている。その背後地に農用地が拡がっている。
＜交　通＞

・山陰道（国道9号バイパス）が東西に走り、国道9号（現道）及び国道179号が骨格道路網を形成し、都市間を結ぶ主要な道路。

・地域間を結ぶ主要地方道、一般県道が連絡道。

＜都市施設＞

・都市公園は広域公園（東郷湖羽合臨海公園）。
・下水道（汚水）は「公共下水道」と「流域下水道」があり、計画区域に対する整備率はいずれも100％。
＜その他＞

・主要な観光拠点として、東郷池やはわい温泉等がある。

・東郷池周辺の地域は海抜１メートル未満



	主要

課題
	●既存ストックを活用した既成市街地の再生

・国道179号沿道に空き店舗や空き地が多く、活用可能な既存ストックが多い。
●計画的な住宅地整備

・倉吉市街地に近いという立地条件から、宅地需要があり、幹線道路沿道等における住宅地開発が散見されるため、計画的な土地の利用が必要。

●優良農地の保全

●山陰道の整備を契機とした活力ある土地利用の展開

・山陰道（国道9号バイパス）の交通ポテンシャルを活かしたＩＣ周辺での新たな産業や工業地等の形成や、新たな道路沿道での土地活用。
●国道179号の早期改良と都市計画道路の見直し

・国道179号の慢性的な渋滞の緩和と、事故発生率の低減のため、早期の見直し及び整備が必要。

・都市計画道路の長期未着手路線・区間への見直しが必要。
●浸水（内水）対策
・東郷池周辺の地域では、海抜が低く降雨により浸水被害が発生するため公共下水道（雨水）の整備が必要。



	将来

目標
	地理的・地形的な優位性を活かした移住・定住の魅力あふれるまちづくり

～市街地の再編・再生による暮らしの質の向上と新たな活力の創造を目指して～


②東郷地域
	地域

特性
	＜人　口＞

・人口は減少傾向。
＜土地利用・市街地整備＞

・地域の大部分が山林と農地に覆われ、農林業を中心とした小さな農山村集落を形成している。

・松崎駅周辺においては、商業を中心に商業共存型住宅地とした市街地を形成している。
・主要な公共施設は、支所周辺に集中している。

＜交　通＞

・主要地方道倉吉青谷線及び主要地方道三朝東郷線が骨格道路網を形成しており、都市間を結ぶ主要な道路。
・当地域の公共交通は、ＪＲと路線バス。
＜都市施設＞

・都市公園は、街区公園（東公園）・近隣公園（東郷湖畔公園）・運動公園（東郷運動公園）・広域公園（東郷湖羽合臨海公園）があり、地域の憩いの場およびスポーツ・レクリエーションの拠点として人脈交流の場にもなっている。
・下水道（汚水）は「公共下水道」と「流域下水道」があり、計画区域に対する整備率はいずれも100％。
＜その他＞

・主要な観光拠点として、東郷池や東郷温泉がある。

・東郷池周辺の地域は海抜1メートル未満



	主要

課題
	●既存ストックを活用した既成市街地の再生

・主要地方道倉吉青谷線沿道やJR松崎駅周辺などで空き店舗が多く、活用可能な既存ストックが多い。
●都市計画施設の整備

・主要地方道倉吉青谷線の慢性的な渋滞の緩和と、事故発生率の低減のため早期の見直し及び整備が必要。
・都市計画道路の見直しが必要。
●公共交通によるネットワーク強化と交通結節点の機能強化

・羽合地域⇔東郷地域間のみが公共交通のない状態。
・農山村集落等では、「公共交通空白地域」が多数存在する。
・ＪＲ松崎駅は、交通結節点としての機能が十分に発揮されていない。
●東郷湖羽合臨海公園と周辺施設の連携による観光地としての魅力向上

・観光交流の拠点となる「東郷温泉」とスポーツ・レクリエーションの拠点となる「東郷湖羽合臨海公園」を中心に、ネットワーク化による周遊性を高め、観光地としての魅力を向上させる。
●浸水（内水）対策の早期整備
・東郷池周辺の地域では、海抜が低く降雨により浸水被害が発生するため公共下水道（雨水）の整備が必要。





	将来

目標
	東郷池を核とした訪れて住んで楽しい観光まちづくり

～豊富な地域資源の有機的連携と既存ストックの活用による観光まちづくりの推進～


③泊地域
	地域

特徴
	＜人　口＞

・人口は減少傾向。
＜土地利用・市街地整備＞

・地域の大部分が山林に覆われ、農林水産業を中心とした小さな集落を形成している。

・JR泊駅周辺においては、商業を中心に共存型の住宅地として市街地を形成している。

・水産業の拠点となる泊漁港があり、海面漁業が盛んに行われている。

・主要な行政施設は、泊支所周辺に集中している。

＜交　通＞

・山陰道（国道9号バイパス）が東西に走り、国道9号（現道）及び主要地方道倉吉青谷線が骨格道路網を形成しており、都市部を結ぶ主要な道路。
・当地域の公共交通は、ＪＲと路線バス。
＜都市施設＞

・下水道（汚水）は「公共下水道（特定環境保全事業）」があり、計画区域に対する整備率は100％。
・公園施設として「潮風の丘とまり」があり、グラウンド・ゴルフ発祥の地として国内外の人々の交流の場となっている。


	主要

課題
	●生活サービス機能の充実

・スーパーやコンビニ等の商業施設が分布していないため、日常生活に必要な生活利便施設が不足。
●小さな拠点づくり

・空き家の利活用や住宅地の整備等による移住・定住の促進。
・地域の将来について地域住民が主体的に考える仕組みづくりと、持続的発展可能な地域を支える体制づくりによる、人が集い、交流する新しい集落地域の再生。
●漁港施設の老朽化対策

・泊漁港施設の長寿命化対策や維持補修対策が必要。
・沿岸漁業の生産基地としての漁場資源の確保。
●公共交通によるネットワーク強化
・公共交通空白地域への需要に見合った適切な公共交通手段の確保。
●スポーツを核とした地域活性化の推進

・潮風の丘とまりに整備されたグラウンド・ゴルフ場を中心とした、周辺に点在する公共施設や他のスポーツ施設とのネットワーク化による地域活性化。




	将来

目標
	グラウンド・ゴルフを核とした地域振興と持続可能なまちづくり

～グラウンド・ゴルフの魅力を活かした地域振興と暮らしの快適性向上を目指して～


（2）将来人口フレーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本町では平成27年8月に「湯梨浜町人口ビジョン」を策定し、「魅力ある仕事の創出や豊かな生活・教育環境の整備により、本町をより住みやすくする魅力ある地域にすることで、町内に人を呼び込み、若い世代の町外への流出を防ぎ、社会増への転換を図ること」を目指すべき将来の方向として掲げています。
具体的には、「合計特殊出生率を現状の1.89（平成23～25年の平均）から2030年（平成42年）には2.07まで上昇すること」、「社会増減は10年後にかけて移動率を約0.5倍に逓減し、2023年（平成35年）以降は移動均衡に達し、社会減ゼロとすること」の２つを実現することにより、2040年（平成52年）の本町の人口は14,035人になることが推計されています。
本マスタープランにおいても、「湯梨浜町人口ビジョン」の考え方を踏襲し、2040年（平成52年）の本町の目標人口（将来人口フレーム）を14,035人に設定します。





図　本町の将来人口推計　資料　湯梨浜町人口ビジョンを基に作成
5.3　羽合地域の整備方針
（1）土地利用・市街地整備の方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●湯梨浜町役場周辺地域

【湯梨浜町の中心拠点としての賑わいのある顔づくり】

・地域内外の人々の憩いやふれあいの場、休憩の場として、既存公共施設周辺の未利用地を有効活用し、公共広場や緑地などのパブリックスペースの整備・充実を図ります。

・公共施設や商業施設が集積する本町の玄関口となることから、回遊性のある安全・快適な歩行者ネットワークの形成を図るとともに、湯梨浜らしいデザインや景観に配慮した統一感のある案内・誘導サインの整備を図ります。

・国道179号沿道に展開する飲食店を中心とした商業施設の整備・充実を促進します。

●田後・はわい長瀬地域

【住環境づくりと商業拠点との共存による市街地の形成】

・都市間を結ぶ流通の核となる国道179号を覆うように位置する当地域は、倉吉市の新興市街地にも隣接し、地理的、物流的にも利便性に優れ、最も宅地開発や人口増加の進む地域であるため、その特徴を活かし商業と一体となった共存型の住環境づくりを促進します。

・流通の主要となる幹線道路沿道空間を活用した大規模・中規模小売店舗や娯楽施設の整備・充実、企業誘導を促進することで、本町の商業拠点を形成するとともに、人の流入、若者をはじめとする多種多様な雇用機会の場の創出を図ります。
・狭あい道路が多く存在することから、生活道路等の都市基盤整備を進め、地域の安全性と防災性の向上を図ります。

●はわい温泉周辺地域

【東郷池とはわい温泉を活かした観光拠点の強化】

・増加する外国人観光客（インバウンド）への対応など、地区の需要に見合った観光施設や宿泊施設等の整備・充実を図ります。

・各種産業との連携による本町の特産品を活かした着地型観光商品の企画化や、体験型の観光メニューの充実、観光ボランティアガイド活動の推進、インターネットやソーシャルネットワーキングサービス等を活用した情報発信の充実、案内・誘導サインの外国語表記の推進、公衆無線ＬＡＮの導入、交通結節点からの2次交通の確保など、集客力を高めるための観光地づくりを推進します。（湯梨浜版ＤＭＯの推進）

●その他の地域

【第1次産業を主体とした住みよい農村環境まちづくり】

・農業を中心として形成する農山村集落では、将来にわたって地域住民が安心して暮らし続けることができるように、優良農地の積極的な保全を図るとともに、効率的な生産体制の確立と農地の有効利用を図りながら、地域ごとの人口規模や需要などに応じた身の丈に合った生活サービス機能が集約・確保された「小さな拠点」の形成を図ります。

●はわいＩＣ周辺地区

【交通ポテンシャルを活かした新たな雇用と地域の活力を生み出す企業誘致の推進】

・山陰道による高速道路交通網形成のポテンシャルを活かし、はわいＩＣ周辺の未利用地や農地を活用し、物流系や情報・通信系を中心とした積極的な企業誘致を促進します。
・企業誘致と併せて、新たな雇用創出に伴う労働者のための住環境の整備を図ります。
（2）都市施設の整備方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【道路施設】

・山陰道（国道9号バイパス）（1-3-1羽合泊線）は広域圏を結ぶ交通の主要高規格道路であり、交通の高速化及び時間短縮を図るため、全線の早期整備を目指します。

・国道179号（3-4-2羽合中央線）の慢性的な交通渋滞の緩和と交通事故の多発への対策として、通過交通を分散する新たな道路網（バイパス整備）を検討します。バイパス整備では、町内（現道で展開する商店街）への誘導を可能とした交通網の形成を図ります。また、現道についても通勤・通学の主要道路であるため、継続して安全対策として歩道整備を推進していきます。

・国道179号バイパス整備に伴った接続道路や代替道路、その他周辺の土地利用の動向を見極めながら、中学校の統合により廃校となる北溟中学校の跡地についても有効利用が図れるよう、全体的な道路網の検討を行います。

・その他の都市計画道路についても、昭和37年に都市計画決定して以来、根本的な見直しがされず現在に至り、未着手の区間も存在することから、現在の社会情勢や土地利用状況、道路ネットワークなど総合的に判断し、都市計画道路網の見直し・設定を検討していきます。

【下水道施設】

・公共下水道（汚水）計画区域については、今後の社会情勢、土地利用の動向を見ながら将来性を見通した区域の見直し・拡大を図り、計画的な下水道施設や設備の整備を検討していきます。

・東郷池周辺の地域における内水対策については、地形や土地利用状況から緊急性が低いため、今後の気象状況等を総合的に判断し、計画的な整備を検討します。

【公園施設】
・交流の拠点となる「東郷湖羽合臨海公園」では、既存施設の適正な維持・管理を図るとともに、地域住民のニーズに応じた機能の強化や、防災拠点としての機能強化を推進します。


5.4　東郷地域の整備方針
（1）土地利用・市街地整備の方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●松崎周辺地域
【東郷池と東郷温泉を活かした観光強化と商業との共存による市街地の形成】

・増大する外国人観光客（インバウンド）への対応など、地区の需要に見合った観光施設や宿泊施設等の整備・充実を図ります。

・各種産業との連携による本町の特産品を活かした着地型観光商品の企画化や、体験型の観光メニューの充実、観光ボランティアガイド活動の推進、インターネットやＳＮＳ等を活用した情報発信の充実、案内・誘導サインの外国語表記の推進、公衆無線ＬＡＮの導入、交通結節点からの2次交通の確保など、集客力を高めるための観光地づくりを推進します。（湯梨浜版ＤＭＯの推進）

・道の駅「燕趙園」では、情報発信機能の強化を促進するとともに、地域産品の販売促進に努めます。

・スポーツ・レクリエーション施設の充実する本地域では、商観光業と教育関係の連携による合宿誘致や東郷池を拠点とした教育旅行等による地域の活性化を図ります。

・地域生活の中心地として、日常の生活サービス機能の維持・充実に努めるとともに、住宅地として土地利用を推進することで、地域の個性や特色を活かした地域まちづくりを推進します。

●その他の地域

【第1次産業を主体とした住みよい農村環境まちづくり】

・農業と内水面漁業を中心として形成する農山漁村集落では、将来にわたって地域住民が安心して暮らし続けることができるように、優良農地と東郷池の積極的な保全を図るとともに、効率的な生産体制の確立と農地の有効利用を図りながら、地域ごとの人口規模や需要などに応じた身の丈に合った生活サービス機能が集約・確保された「小さな拠点」の形成を図ります。

（2）都市施設の整備方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【道路施設】

・主要地方道倉吉青谷線((1)-1東郷松崎線含む)は、倉吉市や三朝町などの周辺都市を結ぶ主要な幹線道路であり、現在事業中の松崎・方地地区の整備促進と沿線の一体的な住環境整備を促進します。

・その他の都市計画道路や一般県道等についても、昭和28年に都市計画決定して以来、根本的な見直しがされず現在に至ることから、現在の社会情勢や土地利用状況、道路ネットワークなど総合的に判断し、都市計画道路網の見直し・設定を図るとともに、生活環境改善を含めた必要な道路整備を推進します。
・農山漁村集落には狭あい道路が多く存在することから、生活道路等の都市基盤整備を進め、地域の安全性と防災性の向上を図ります。

【下水道施設】

・公共下水道（汚水）計画区域については、今後の社会情勢、土地利用の動向を見ながら将来性を見通した区域の見直し・拡大を図り、計画的な下水道施設や設備の整備を検討していきます。

・東郷池周辺の地域における内水対策については、特に松崎地区は浸水常襲地区として緊急性が高いため、重点区域として優先して公共下水道（雨水）の整備を図ります。その他の地区に関しては、地形や土地利用状況により浸水被害状況が異なるため、今後の気象状況等を総合的に判断し、計画的な整備を検討します。

【公園施設】
・東郷湖羽合臨海公園は、地域内外の多くの方が訪れる観光的要素の高い都市公園であり、東郷池の水辺環境や自然景観を活かした空間整備を図ります。また、東郷池の周遊性を高める遊歩道の整備や観光地間を結ぶデマンド型交通の導入による有機的な観光ネットワークの構築を促進し、滞在型観光や着地型観光の実現を図ります。
・スポーツ・レクリエーション施設が集積する「東郷運動公園」では、既存施設の適正な維持・管理を図るとともに、地域住民のニーズに応じたスポーツ・レクリエーション機能の強化や、防災拠点としての機能強化を図ります。


5.5　泊地域の整備方針
（1）土地利用・市街地整備の方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【小さな拠点づくりによる暮らしの快適性の向上】

・本町の中でも人口の減少率が最も高く過疎化の進む当地域においては、住宅の供給や良好な住環境の整備を行い定住の促進を図るとともに、地域住民が主体となった商店・診療所等の生活サービスや地域活動を支える体制を構築し、将来にわたって持続的発展可能な「小さな拠点づくり」を目指します。
●泊地区周辺地域
・当地区には、潮風の丘とまり（グラウンド・ゴルフ場）を中心として、海水浴場、体育館、野球場、テニス場などのスポーツ・レクリエーション施設が集中する人の集まる地区として、各施設の充実や機能強化を図るとともに、老朽化した公共施設や公共用地を有効利用し、町内に点在するスポーツ施設の集約化を図ることで総合施設としてスポーツ・レクリエーションの拠点の形成することで、地域の活性化を図ります。
・泊漁港を有する当地域は、海水面漁業の拠点として沿岸域の漁場資源の確保と基盤施設の機能保全を行うことにより、県中部の中核漁港として有効利用を図ります。また、海産物を中心とした本町の特産品を独自の流通経路の開拓と通信販売など、地産を全国に情報発信することで、地域の活性化を図ります。
●その他の地域

・農業と海水面漁業を中心として形成する農山漁村集落では、将来にわたって地域住民が安心して暮らし続けることができるように、優良農地と水産資源の積極的な保全を図るとともに、効率的な生産体制の確立と農地の有効利用を図りながら、地域ごとの人口規模や需要などに応じた身の丈に合った生活サービス機能が集約・確保された「小さな拠点」の形成を図ります。

（2）都市施設の整備方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【道路施設】

・国道9号（現道）は、周辺都市や周辺地域を結ぶ主要な生活移動経路となる幹線道路です。今後も適切な維持管理を行うとともに、歩道の整備や拡幅、バリアフリー化を促進します。
・ＪＲ泊駅は、本町の公共交通の交通結節点となり、学生や地域住民が日常的に利用することから、バスとの乗り継ぎ利便性の向上を図るとともに、駅及び周辺のバリアフリー化を推進し、公共交通利用者の増加を図ります。
・公共交通の空白地域については、地区の需要に見合った運行形態・運行車両によってデマンド型交通の導入を検討します。

・当地域には狭あい道路が多く存在することから、生活道路等の都市基盤整備を進め、地域の安全性と防災性の向上を図ります。

【公園施設】
・グラウンド・ゴルフの発祥地として利用頻度の高い「潮風の丘とまり」を中心に、既存施設の適正な維持・管理を図るとともに、老朽化した公共施設や公共用地を有効活用し、合宿・休憩施設や町内に点在するスポーツ施設の集約化を図ることで総合スポーツ施設として整備・誘導を図ります。
【下水道施設】
・公共下水道計画区域については、今後の社会情勢、土地利用の動向を見ながら将来性を見通した区域の見直し・拡大を図り、計画的な下水道施設や設備の整備を検討していきます。

古来から鶴の池と呼ばれる東郷池





　具体的な都市の将来像を示します


　住民の意見を反映させながら都市づくりの具体的な“将来ビジョン”を確立し、地域別に、あるべき市街地像やまちの課題に対応した整備方針、都市生活・経済活動等を支える諸施設の計画等を示します。





　個別のまちづくり事業の相互調整を図ります


　都市の将来像に基づき、土地利用、都市施設、市街地開発、都市環境等の個別のまちづくり事業について、相互の整合性を図ります。





　個別の都市計画の決定、変更の指針となります


　都市計画マスタープランは、それ自体には拘束力はありませんが、拘束力のある個別の都市計画の根拠となるものです。都市計画マスタープランに示す将来像は、個別施設の都市計画が決定・変更されるべき方向を示す指針としての役割を持ちます。





　町民によるまちづくり活動の方向を示します


　マスタープランづくりを通して、住民の都市計画に対する理解の向上とまちづくりへの主体的な取り組みの参加を促すなど、「まちづくり活動等の方向」を示します。
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＜構成＞
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商業施設（コンビニ等）





飲食店





ハウジングランド


いない羽合店





道の駅燕趙園





あか





コメリハード＆グリーン


東郷店





松崎





泊





倉吉





ＪＲ山陰本線





松崎線


（北福 ～ 松崎 ～ 倉吉駅）





松崎線


（石脇 ～ 松崎 ～ 倉吉駅）
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（小浜 ～ はわい温泉 ～ 倉吉駅）
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（石脇 ～ 久留 ～ 倉吉駅）





テーマ「みんなが主役・笑顔あふれる湯梨浜町」





　　　　１．志をもって共に学び明日を拓くまちづくり


　　　　２．未来を創造する先駆的なまちづくり


　　　　３．にぎわいと活力あるまちづくり


　　　　４．安全で住みやすいまちづくり


　　　　５．共に支え合い笑顔いっぱいのまちづくり


　　　　６．参画と協働による町民が主役のまちづくり





　１．湯梨浜町固有の資源となる農業、水産業・商工業・観光資源の利活用と連携による相乗効果の発揮


　　・町の特産品として100余年に及ぶ歴史を誇る「ニ十世紀梨」をはじめ、中心的に生産されている水稲、ブドウなどの農業、内水面（東郷池）と海面で行っている水産業、商店街や幹線道路沿道の商工業地、地域固有の観光資源であるはわい温泉・東郷温泉、東郷池周辺を中心に栄えた歴史的文化遺産を都市づくりにおいて利活用するとともに、これらの資源を相互に連携させることで、都市の新たな魅力の形成を目指します。








　２．市街地機能の形成と再生による地域の新たな活力の創造　　


・高規格道路や国道などの幹線道路においては交通拠点・玄関口としての整備を図るとともに、都市計画道路・公園・下水道等の都市計画施設の計画的な整備、見直しを行い、無秩序な開発を防止し、調和のとれた有効かつ利便性の高い土地利用を展開することで、地域の新たな活力の創造を目指します。





　３．安全性、快適性、利便性を高める暮らしの質の向上　　


・少子高齢化への対応や新たな人口の受け皿としての住環境整備、交通環境の整備・改善・福祉施策の充実を図るとともに、住民相互で支援活動を行う地域ネットワークを形成することにより、日常生活において安心・快適・便利を実感できる都市形成を目指します。





１．湯梨浜町固有の資源となる農業、水産業・商工業・観光資源の利活用と連携による相乗効果の発揮


　〇基幹産業である農業の振興と地域資源を活かした既存産業の充実や連携による新たな活力の創出


　〇雇用を生み出す商工業の起業や新分野への進出に向け、持続的で活力ある事業展開につながる支援による賑わいと自立性のあるまちづくり


　〇東郷池を核とした町固有の豊富な観光資源や歴史・文化遺産の保全と活用による地域振興








２．市街地機能の形成と再生による地域の新たな活力の創造


　〇道路ネットワーク、都市計画施設の整備、見直しによる魅力ある空間づくり


　〇高速交通の優位性を活かし、ＩＣ周辺や幹線道路沿道における地域の新たな活力を生み出す効果的な土地利用の推進


　〇町の個性を活かした市街地機能をもった多彩な機能集積による活気ある都心空間づくり








３．安全性、快適性、利便性を高める暮らしの質の向上


　〇豊かな自然環境と住民生活に密着した道路網の基盤整備との協調による環境に配慮したまちづくり


　〇少子高齢化への対応や新たな人口の受け皿としての住環境の形成と移住定住の促進


　〇安全・安心に暮らし続けられるための支援や福祉施策の充実、防災機能の高いまちづくり


　〇豊かな自然環境の保全と、交流・ふれあいの場の創造
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